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＜NEWS RELEASE＞ 

報道関係各位 

2024年2月26日 

GINZA SIXリテールマネジメント株式会社 

 

 

 

 

 

 

 

 

銀座エリア最大の商業施設「GINZA SIX」は、2024年4月5日（金）～2025年夏（予定）までの期間、施設中央に位置する 

吹き抜け空間において、社会的なメッセージとユニークさを併せ持つ機械彫刻や巨大彫刻を制作する日本を代表する現代

美術作家・ヤノベケンジによる旅をしながら福を運ぶ猫「SHIP’S CAT」のシリーズともなる新作アート「BIG CAT BANG」を  

展示します。  

 GINZA SIXでは、世界で活躍するアーティストの作品を展示し、クリエイティブなエネルギーと驚きの要素に満ちた、感性

を刺激するアートプログラムを展開しています。新たな大規模作品を手掛けるのは、1990年代に、「タンキング・マシーン」で

登場し、「トらやん」「ラッキードラゴン」「サン・チャイルド」など時代の物語を包括し強烈なインパクトを持つキャラクターの巨大

彫刻を作り続けている現代美術作家・ヤノベケンジです。  

 1970年の大阪万国博覧会の跡地、大阪の茨木市で育ったヤノベケンジは、幼少期に「廃墟化した万博」を体験し、   

その中に、そびえ立ち続ける岡本太郎の「太陽の塔」は、彼にとってクリエイションの起点となりました。  

 今回、GINZA SIX建物中央の大きな吹き抜け空間を、地球を含む銀河と捉え、無数の宇宙猫が空を舞い、浮かぶ宇宙船

は「太陽の塔」へのオマージュ。岡本太郎の創作遺伝子を受け継いだヤノベケンジがビッグバンから現在までの宇宙の   

ダイナミズムを新しい生命の物語として紡ぎ出します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

<ＧＩＮＺＡ ＳＩＸ 中央吹き抜け新作アート> 

岡本太郎の創作遺伝子を受け継いだヤノベケンジによる大規模作品 

無数の宇宙猫が空を舞う「ＢＩＧ ＣＡＴ ＢＡＮＧ」 

２０２４年４月５日（金）より公開 

※画像はイメージです。  
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「太陽の塔」の形をした巨大な宇宙船の LUCA 号の背中に「SHIP'S CAT」が乗る。

そして宇宙船からは、バルーンでできた数百もの「宇宙猫」が飛び出す。 

※画像はイメージです。 

<ART> 中央吹き抜け空間にヤノベケンジによる新作アート「BIG CAT BANG」が登場！ 

社会的なメッセージとユニークさを併せ持つ機械彫刻や巨大彫刻で知られ、日本を代表する現代美術作家であるヤノベ   

ケンジ。本作は旅をしながら福を運ぶ猫「SHIP’S CAT」のシリーズともなる新作アート。GINZA SIX 中央の大きな吹き抜け空間を、

地球を含む銀河と捉え、無数の宇宙猫が空を舞い、浮かぶ宇宙船は「太陽の塔」へのオマージュ。岡本太郎の創作遺伝子を 

受け継いだヤノベケンジがビッグバンから現在までの宇宙のダイナミズムを新しい生命の物語として紡ぎ出します。 

【作 品 名】  BIG CAT BANG 

【アーティスト名】  ヤノベケンジ 

【展 示 場 所】 GINZA SIX 2F 中央吹き抜け 

【展 示 期 間】 2024年4月5日（金）～2025年夏（予定） 

【サ イ ズ】 奥行860×幅630×高さ660㎝ 

主催：GINZA SIXリテールマネジメント株式会社 

協力：岡本太郎記念館 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜中央吹き抜けまわりの作品展示＞ 

4Fには「SHIP’S CAT」シリーズの彫刻作品を展示 

2017年から制作を始めた「SHIP’S CAT」のシリーズは、福岡からはじまり、2018年のフランス・ルーヴル美術館別館カルーゼ

ル・デュ・ルーヴルでの展示、中国・上海での恒久設置、瀬戸内や大阪、京都、台湾・屏東と、国内外の各地を旅するように

巡ってきました。 

「SHIP’S CAT」とは、大航海時代に長い航海に乗船した「船乗り猫」のこと。 宇宙を航海する未来の希望を予兆し、安全や

出会いを助ける守り神となって、混迷する世界においても、人々や若者の旅を導いて欲しいという願いが込められています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

SHIP’S CAT （Flying） 

奥行 130×幅 47×高さ 90ｃｍ（台座込み） 

SHIP’S CAT (Crew/Black) 

奥行 80×幅 40×高さ 105ｃｍ 

SHIP’S CAT (ONK-1) 

奥行 120×幅 40×高さ 105ｃｍ（台座込み） 
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＜アーティストメッセージ（作品に込めた想い）＞ 

35億年前に生命がこの地球に誕生し、5度にわたる生物大量絶滅を乗り越えて、いま私たちは生かされている。生命は   

どこから来て、そしてどこに行くのか？ 

岡本太郎が言い放った「芸術は爆発」のテーマを「猫大爆発」という妄想に乗せて、生命と宇宙の神秘のイマジネーションの

炸裂をお届けしたい。 

混迷と危機の世紀に立つ現在だからこそ、我々は想像と創造を爆発させ、宇宙からの俯瞰した視点を獲得しなければ    

ならないのだ。 

[ストーリー動画] BIG CAT BANG ～宇宙猫の大冒険～  https://www.youtube.com/watch?v=j3DiAWBToxE 

 

 

ヤノベケンジのプロフィール 

現代美術作家／京都芸術大学教授 

1965年、大阪生まれ。1990年代初頭より、「現代社会におけるサヴァイヴァル」をテーマに機能性を持つ大型機械彫刻を制作。

ユーモラスな形態に社会的メッセージを込めた作品群は国内外から評価が高い。2017年、「船乗り猫」をモチーフにした、   

旅の守り神「SHIP’S CAT」シリーズを制作開始。2022年に開館した大阪中之島美術館のシンボルとして「SHIP’S CAT（Muse）」

（2021）が恒久設置される。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

岡本太郎の「太陽の塔」1/50サイズも展示 

岡本太郎記念館のご協力のもと、1970年の大阪万博のテーマ館として作られた「太陽の塔」の1/50サイズの原型模型を  

展示予定です。 

岡本太郎のプロフィール 

1911〜1996→ 

1929年に渡仏し、「アブストラクション・クレアシオン(抽象・

創造)協会」に参加するなど、30年代のパリで前衛芸術  

運動に参画。パリ大学でマルセル・モースに民族学を   

学び、ジョルジュ・バタイユらと行動をともにした。40年   

帰国。戦後日本で前衛芸術運動を展開し、問題作を次々

と社会に送り出す。51年に縄文土器と遭遇し、翌年「縄文

土器論」を発表。50年代後半には日本各地を取材し、  

数多くの写真と論考を残した。70年代大阪万博のテーマ 

プロデューサーに就任。太陽の塔を制作し国民的存在に

なる。96年に没した後も、若い世代に大きな影響を与え   

続けている。 

SHIP‘S CAT （Muse） （2021） 

2022 年に開館した大阪中之島美術館の 

ために制作された「SHIP’S CAT」シリーズ

の彫刻作品。 

Sun Child No.1 （2011） 

右手に持つ「太陽」は、岡本太郎の「太陽」

をテーマにした作品群から魂とデザインを

受け継いでいる。 

Giant Torayan （2005） 

巨大化したトらやん人形。子供の命令にの

み従い、歌って踊り、火を噴く子供の夢の 

最終兵器。 

©撮影 豊永政史 

 

太陽の塔 Tower of the Sun（1/50）  

奥行 50×幅 120×高さ 145cm 

©岡本太郎記念館 Taro Okamoto Memorial Museum 

https://www.youtube.com/watch?v=j3DiAWBToxE
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＜関連情報＞ 

宇宙猫グッズをGINZA SIX限定で先行販売 

「BIG CAT BANG」宇宙猫グッズを特設スペースにて限定先行販売。キタンクラブによるフィギュアやカプセルトイから    

Tシャツなどのオリジナルアイテムなど、ここでしか手に入らないアイテムも。 

▼「BIG CAT BANG」 LIMITED SHOP 

【期 間】  2024年4月5日（金）～4月14日（日） 11:00～18:00 

【場 所】  GINZA SIX 2F 三原テラス 

※雨天の場合は中止となります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「BIG CAT BANG」のメイキングブック発売 

ヤノベケンジと岡本太郎記念館・平野暁臣館長との対談、後藤繁雄によるヤノベケンジの

インタビューを収録。日英バイリンガル表記。 

 

企画編集: 後藤繁雄  

発行: G/P＋abp (https://gpabp.official.ec/2) 

定価: 3,850円（税込）  

※ 「BIG CAT BANG」 LIMITED SHOP（2F 三原テラス） にて、 

2024年4月5日（金）～4月14日（日）の期間中、先行販売。 

2024年4月15日（月）以降、銀座 蔦屋書店（GINZA SIX 6F）ほかで販売予定。 

 

 

 

岡本太郎記念館にてヤノベケンジの企画展を7月から開催 

東京・南青山にある岡本太郎が42年にわたって住まい、作品を作り続けた  

アトリエでもある岡本太郎記念館にて、ヤノベケンジが「太陽の子・太郎の子」

（2011）に続き2度目の企画展示を開催します。 

 

（仮）「ヤノベケンジ：太郎と猫と太陽と」 

会期: 2024年7月12日（金）〜11月10日（日） 

会場: 岡本太郎記念館（青山） 

お問い合わせ: 03-3406-0801（岡本太郎記念館） 

 

 

 

SHIP’S CAT （Flying） Figure mascot 

1６,５00 円（税込） 

2024 年春から GINZA SIX での作品展示に使われる

フィギュアのレプリカ。手足は可動、バイザーと目の 

パーツはクリア素材を使用しています。 

カプセルトイ AIP SHIP'S CAT Ver1.5 

500 円（税込） 
SHIP'S CAT をモチーフにしたミニサイズフィギュア。

小さいながら細かい部分まで再現しています。 

※ブラインドカプセルでの販売となります。 

SHIP'S CAT T-shirt 

各 5,500 円（税込） 
大きなプリントがインパクト大！な T シャツシリーズ。 

※画像はイメージです 
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 ＜GINZA SIX 基本情報＞ 

【TEL】 03-6891-3390 （GINZA SIX総合インフォメーション 受付時間10:30～20:30） 

【ADDRESS】 〒104-0061 東京都中央区銀座6丁目10-1 

【HP】 https://ginza6.tokyo/ 

□営業時間 ショップ・カフェ（B2F～5F） 10:30～20:30  レストラン（6F、13F） 11:00～23:00 

 ※一部の店舗、レストランは営業時間が異なります。  

 ※詳細は公式ホームページをご確認ください。 

 ※営業日時については、変更になる場合がございます。 

□休館日 不定休 ※2024年2月26日（月）は店舗休業日となります。 

□アクセス 東京メトロ 銀座線・丸の内線・日比谷線「銀座」駅から地下通路にて直結 

駐車場完備（お買い上げ金額に応じたサービス有） 

 

 
 

 

 

 

＜本件に関する報道関係者からのお問合せ先＞ 

GINZA SIX PR 事務局 （株式会社サニーサイドアップ内）  

担当：高田（080-7647-3019）、松野（090-9836-4769） FAX：03-5413-3050  E‐MAIL：ginzasix_pr@ssu.co.jp 

https://ginza6.tokyo/
mailto:ginzasix_pr@ssu.co.jp

